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５
月
21
日
、
北
陸
新
幹
線
飯

山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
市
民
協

議
会
（
会
長　

津
久
井
良
治
飯

山
市
区
長
会
協
議
会
長
）
の
総

会
が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
、
提
出

さ
れ
た
議
案
す
べ
て
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
協
議
会
の
事
業

計
画
で
は
、
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
市
が

策
定
し
た
「
新
幹
線
ア
ク
シ
ョ
ン

プ
ラ
ン
」と
整
合
を
図
り
な
が
ら
、

市
民
の
声
が
反
映
さ
れ
る

よ
う
関
係
行
政
機
関
等
へ

働
き
掛
け
て
い
く
と
と
も

に
、
市
民
を
あ
げ
て
開
業

に
向
け
て
の
機
運
の
醸
成

を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
鑑
み
、「
北
陸
新
幹
線

の
早
期
全
線
整
備
を
推
進

す
る
た
め
の
運
動
」「
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
で
の
列
車

停
車
本
数
を
増
や
す
た
め

の
運
動
」「
新
幹
線
飯
山

駅
開
業
に
向
け
て
の
機
運

を
醸
成
す
る
市
民
活
動
の

推
進
」
な
ど
を
掲
げ
ま
し

た
。

　

ま
た
協
議
会
で
は
、
年

間
計
画
に
基
づ
い
た
推
進

事
項
に
加
え
、「
公
共
事
業
関
係

費
の
重
点
配
分
等
に
よ
り
、
安
定

平
成
24
年
度
総
会
を
開
催

  

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
市
民
協
議
会

Ｈ 23決算 Ｈ 24予算
繰越金 267,409 249,873
繰入金 500,000 500,000
雑収入 6,970 127
合　計 774,379 750,000

Ｈ 23決算 Ｈ 24予算
会議費 19,630 20,000
事業費 498,306 680,000
旅　費 0 20,000
事務費 6,570 20,000
予備費 0 10,000
合　計 524,506 750,000

収入支出決算および予算

■収　入

■支　出 （単位：円）

Ｈ 23年度末残高 12,000,000
■積立金の状況

（単位：円）

（単位：円）

平
成
24
年
度　
飯
山
市
水
防
訓
練
開
催

出
水
期
を
前
に
水
防
体
制
を
再
確
認

　

梅
雨
の
出
水
期
を
前
に
し
た
５

月
26
日
、
平
成
24
年
飯
山
市
水

防
訓
練
が
、
河
川
敷
グ
ラ
ウ
ン
ド

木
島
側
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

飯
山
市
消
防
団
、
日
赤
奉
仕

団
、
木
島
地
区
水
防
団
、
飯
山
市

建
設
業
協
会
お
よ
び
行
政
関
係

団
体
の
総
勢
約
４
０
０
名
が
出
席

し
て
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
千
曲

川
の
水
位
上
昇
を
想
定
し
た
水
防

工
法
な
ど
が
実
施
さ
れ
、
北
信
建

設
事
務
所
職
員
の
指
導
に
よ
り
、

実
践
に
即
し
た
訓
練
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
団
、
赤
十
字
奉
仕
団
な

ど
に
よ
る
救
護
訓
練
で
は
、
公
共

施
設
な
ど
で
設
置
が
進
む
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
機
）
に
よ

る
救
護
訓
練
や
各
家
庭
で
手
軽

に
手
に
入
る
物
品
で
、
け
が
等
の

救
護
に
あ
た
る
訓
練
が
行
わ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
家
庭
か
ら
持
ち
寄
っ
た

品
々
で
急
な
負
傷
者
発
生
時
の
救

護
法
を
実
践
し
ま
し
た
。

　

近
年
全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
局
所
的
な
集
中
豪
雨
や
台
風

に
よ
る
洪
水
被
害
、
市
内
で
は
昨

年
の
５
月
29
日
、
30
日
に
、
台
風

２
号
か
ら
変
わ
っ
た
低
気
圧
に
よ

る
大
雨
で
千
曲
川
の
水
位
が
上
昇

し
、
消
防
団
に
よ
る
巡
視
や
内
水

排
除
が
行
わ
れ
、
堤
外
農
地
の
冠

水
に
よ
る
農
業
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

有
史
以
来
た
び
た
び
水
害
に

見
舞
わ
れ
て
き
た
飯
山
市
で
は
、

水
防
は
も
っ
と
も
身
近
な
防
災
と

い
え
ま
す
。
市
で
は
、
水
防
訓
練

の
実
施
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整

備
な
ど
市
内
の
防
災
対
策
を
推
進

し
て
い
ま
す
が
、
水
害
発
生
時
の

避
難
場
所
の
確
認
や
非
常
持
出

品
の
準
備
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ん

も
日
頃
か
ら
災
害
発
生
時
の
行
動

確
認
や
準
備
を
し
て
い
た
だ
き
、

急
な
災
害
発
生
に
慌
て
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

建設業協会の協力により、ダンプカー
３台による資材搬入が行われた

訓練により作成された釜段工法・月の輪
工法へは実際に注水して効果を確認した洪水時避難所指定変更地区一覧

　洪水被害が予想される集落等について設定されており、洪水被害
が予想される場合に、市の避難所を開設予定の施設です。

地区 対象地域
避難場所

（変更後） （変更前）

飯山
愛宕町、神明町 飯山市公民館 柳原地区活性化センター
市ノ口 須多峰介護センター 指定なし
田　町、福寿町 飯山市武道館 いずみだい保育園

木島

安　田 城南中学校 木島平小学校 (木島平村 )
上新田 城南中学校 木島平小学校 (木島平村 )
吉 吉公民館 木島平小学校 (木島平村 )
其　綿 其綿公民館 木島平小学校 (木島平村 )

岡山 藤沢第１・第２ 藤沢多目的集会所 しらかば保育園

通常時避難所指定変更地区一覧
　通常時避難所は、洪水以外の大規模災害が発生した場合、施設の
安全を確認後、市の避難所を開設予定の施設です。

地区 対象地域
避難場所

（変更後） （変更前）
瑞穂 中組 東小学校 瑞穂保育園

避
難
施
設
の
再
確
認
を

　

避
難
所
の
指
定
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

市
で
は
、
災
害
発
生
が
予
想
さ

れ
る
場
合
に
、
市
の
避
難
所
を
開

設
予
定
の
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の

避
難
対
象
地
区
の
一
部
を
変
更
い

た
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
一
部
変
更
は
、
昨
年
度

か
ら
区
長
会
等
に
お
い
て
検
討
を

庶
務
課 

消
防
防
災
係 
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内
線
３
３
９

的
な
建
設
財
源
を
確
保
す
る
と
と

も
に
、
地
域
負
担
に
対
し
て
は
適

切
な
財
源
措
置
を
講
じ
る
こ
と
」

な
ど
盛
り
込
ん
だ
各
事
項
を
協

議
会
の
決
議
と
し
ま
し
た
。

　

北
陸
新
幹
線
飯
山
駅
周
辺
ま

ち
づ
く
り
市
民
協
議
会
は
、
北
陸

新
幹
線
飯
山
駅
設
置
に
伴
う
駅

舎
な
ら
び
に
駅
周
辺
整
備
の
促
進

と
新
幹
線
開
業
に
よ
る
地
域
経

済
の
振
興
策
を
検
討
し
、
広
く
市

民
に
普
及
、
啓
発
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
中
央

要
望
活
動
や
新
幹
線
関
連
イ
ベ
ン

ト
な
ど
を
開
催
す
る
こ
と
で
、
３

年
後
に
迫
っ
た
新
幹
線
開
業
に
向

け
て
市
民
の
皆
様
の
協
力
を
い
た

だ
き
な
が
ら
活
動
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

より実践的な処置が行われた救護訓練

い
た
だ
い
た
内
容
を
も
と
に
、
地

元
区
か
ら
の
要
望
に
よ
り
行
っ
た

も
の
で
、
よ
り
実
生
活
に
即
し
た

変
更
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
お
住

ま
い
の
地
域
の
避
難
場
所
等
の
確

認
を
お
願
い
し
ま
す
。



普通会計
70 億 2,541 万円

③土木関係
24億 8,036 万円
④教育関係
4億 1,208 万円
情報関係
3億 9,689 万円
公営住宅関係
3億 8,221 万円
農林関係
2億 6,421 万円
福祉関係
1億 5,730 万円
保健衛生
1億 5,295 万円
商工関係

7,052 万円
そ の 他
27億　889万円
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飯山市の
財政事情
平成 23 年度下半期の財政状況
　市では年 2回、財政の執行状況等を市民の皆さんに公
表しています。今回は平成 23 年 10 月から 24 年 3月末
まで（数値は 3月末現在）の状況です。
　なお、さらに詳細なデータは飯山市ホームページでご
覧いただけます。

一般会計（歳入）

収入内容 予算額 収入済額 収入率
地 方 交 付 税 55億 8,555 万 58億 6,229 万     105.0％
市 　 税 23億　　　　 23 億 6,224 万 102.7％
国 庫 支 出 金 12億 9,472 万 6億 8,631 万 53.0％
諸 収 入 12億 5,086 万 7億 9,553 万 63.6％
市 　 債 10億 2,430 万 3億　860万 30.1％
県 支 出 金 6億 6,559 万 3億　561万 45.9％
そ の 他 19億 3,694 万 16億 5,756 万 85.6％

一般会計（歳出）

支出内容 予算額 支出済額 執行率
土 木 費 35億 6,735 万 19億 8,909 万 55.8％
民 生 費 30億 3,653 万 26億 6,393 万 87.7％
総 務 費 16億 4,543 万 11億 1,713 万 67.9％
公 債 費 15億 7,033 万 14億 4,729 万 92.2％
教 育 費 12億 9,946 万 11億 1,165 万 85.5％
商 工 費 9億　888万 7億 9,715 万 87.7％
衛 生 費 7億 3,778 万 6億 2,609 万 84.9％
農林水産業費 6億 2,702 万 3億 6,583 万 58.3％
そ の 他 6億 6,518 万 6億　109万 90.4％

収入済額 119億 7,814 万円（収入率 85.2％）

支出済額 107億 1,925 万円（執行率 76.3％）

特別会計名 予算現額 収入済額 収入率
支出済額 執行率

公 共 下 水
道 事 業 8億 6,532 万 3億 5,257 万 40.7％

6億 9,125 万 79.9％

国民健康保険 26億 1,664 万 21億 1,688 万 80.9％
23億 6,638 万 90.4％

特定環境保全
公 共 下 水 道 3億 8,264 万 1億 2,523 万 32.7％

3億 7,196 万 97.2％
福 祉 企 業
セ ン タ ー 5,851 万 4,855 万 83.0％

4,869 万 83.2％

簡 易 水 道 等 2億 2,620 万 1億 1,615 万 51.3％
2億　824万 92.1％

介 護 サ ー
ビ ス 事 業 994万 931万 93.6％

189万 19.0％
農 業 集 落
排 水 事 業 3億 4,571 万 9,827 万 28.4％

3億 3,064 万 95.6％

介 護 保 険 24億 2,986 万 21億 9,871 万 90.5％
22億 2,505 万 91.6％

ケーブルテレビ
事 　 業 2億 5,444 万 2億 5,032 万 98.4％

2億　　75万 78.9％
後 期 高 齢 者
医 　 　 療 2億 2,760 万 1億 4,666 万 64.4％

2億　319万 89.3％

特別会計（歳入・歳出）
収入済額   54 億 6,265 万円（収入率 73.7％）
支出済額   66 億 4,804 万円（執行率 89.6％）

長期借入金残高の内訳（平成 24年 3月末）

長期借入金残高の推移（各年 3月末）
市の借金である市債残高は、順調に減少しています。
今後も計画的に返済を行い、健全な財政運営に努めます。

市債残高合計  232 億 5,861 万円

一般会計 歳入歳出予算額 140 億 5,796 万円
（前年度繰越明許分含）

250億

300億

350億

400億

200億

364
億 4
,35
7 万

343
億 3
,34
2 万

316
億 8
,31
7 万

290
億 9
,62
8 万

270
億 5
,10
5 万

249
億 4
,43
1 万

H18 H20H19 H22H21 H23

企業会計
162 億 3,320 万円

①下水道関係
131億 1,202 万円
②上水道関係

27億　889万円27億　889万円

　　
企
業
会
計
（69.8％） 　　

　　
普通

会計
（3

0.2％）

① 56.4%

② 13.4%

③ 10.7%

⑦
1.1%

⑧
0.7%

⑨
0.7%

⑩
0.3%

⑪ 11.6%

〈執行状況〉

H24

232
億 5
,86
1 万

④ 1.8%

⑤ 1.7%

⑥ 1.6%

市債残高合計
232 億　　　
　5,861 万円

市
民
環
境
課 

市
民
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
５
１

学
校
へ
行
き
に
く
い
小
中
学
生
の
た
め
の
中
間
教
室

　

飯
山
市
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
の
お
知
ら
せ

　

飯
山
市
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ホ
ー

ム
は
、
学
校
へ
行
け
な
い
状
態
が

続
い
て
い
る
小
・
中
学
生
の
た
め

の
中
間
教
室
で
す
。

　
「
学
校
へ
行
こ
う
」
と
思
っ
て
も

頭
や
お
腹
が
痛
く
な
っ
た
り
、
気

分
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
、「
ど

う
し
て
も
学
校
へ
は
気
持
ち
が
向

か
な
い
」「
誰
か
に
会
う
の
は
す
ご

く
緊
張
す
る
」「
家
か
ら
出
る
の

が
怖
い
」「
学
校
の
先
生
や
友
達

と
も
会
い
た
く
な
い
」
そ
ん
な
人

の
た
め
に
飯
山
市
子
ど
も
サ
ポ
ー

ト
ホ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
元
気
を
蓄
え
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
で
き
そ
う
な
こ

と
か
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、
自
信

を
育
て
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
学

子
ど
も
課 

学
校
教
育
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
１

飯
山
市
子
ど
も
サ
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム 

（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
内
）
☎
65
２
８
４
１

第
23
回
「
み
ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通
大
臣
表
彰
受
賞

五
荷
婦
人
会
（
太
田
地
区
）
花
修
景
の
活
動
を
評
価

　

花
と
緑
の
愛
護
に
顕
著
な
功

績
の
あ
っ
た
民
間
の
団
体
に
対

し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
、
国
民

的
運
動
と
し
て
の
緑
化
推
進
活
動

の
模
範
と
し
て
表
彰
を
行
う
「
み

ど
り
の
愛
護
」
功
労
者
国
土
交
通

大
臣
表
彰
に
お
い
て
、
太
田
地
区

で
花
修
景
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
五
荷
婦
人
会
が
受
賞
団
体
に
選

ば
れ
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
観
光
地
の
玄
関
口
と

し
て
、
お
客
様
を
も
て
な
す
花
修

景
の
活
動
や
宿
根
草
の
交
換
会
を

開
催
し
、
他
地
域
と
の
交
流
を
行

う
な
ど
の
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ

て
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
に
際
し
、
６
月
２
日
に
秋

田
県
秋
田
市
で
開
催
さ
れ
た
「
全

国
み
ど
り
の
愛
護
の
つ
ど
い
」
式

典
に
代
表
者
２
名
が
参
加
し
、
表

彰
を
受
け
る
と
と
も
に
、
記
念
植

樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

住
民
基
本
台
帳
法
の
改
正
に

よ
り
、
平
成
24
年
７
月
９
日
か
ら

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
も
日
本
人

と
同
様
に
住
民
票
が
作
成
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
、
７
月
９
日

以
降
も
飯
山
市
に
住
ん
で
い
る
と

見
込
ま
れ
る
外
国
人
の
皆
さ
ん
に

「
仮
住
民
票
記
載
事
項
通
知
書
」

を
送
付
し
ま
し
た
。

通
知
書
の
内
容
確
認
を

　

仮
住
民
票
記
載
事
項
通
知
書

は
、
住
民
票
に
記
載
さ
れ
る
予
定

の
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
お
知
ら
せ

す
る
た
め
に
作
成
し
た
確
認
用
の

書
類
で
す
。
内
容
に
間
違
い
が
な

い
か
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

通
知
書
が
届
い
て
い
な
い
方
へ

　

飯
山
市
に
住
ん
で
い
る
が
仮
住

民
票
記
載
事
項
通
知
書
が
届
い
て

い
な
い
場
合
は
、
在
留
期
間
等
の

お
届
け
が
済
ん
で
い
な
い
可
能
性

が
あ
り
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

７
月
９
日
か
ら
何
が
変
わ
る
の
？

転
出
・
転
入
の
手
続
き

　

飯
山
市
か
ら
他
の
市
町
村
へ

引
っ
越
す
と
き
は
、飯
山
市
で
「
転

出
届
」を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
転
入
届
」
を
す
る
と

き
は
、「
転
出
証
明
書
※
」
と
「
在

留
カ
ー
ド
（
申
請
・
交
付
は
入
国

管
理
局
）」
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※
転
出
届
を
す
る
と
交
付
さ
れ
る
書
類

届
出
の
負
担
が
減
り
ま
す

　

在
留
資
格
、
パ
ス
ポ
ー
ト
、
氏

名
、
国
籍
、
仕
事
の
変
更
等
に
つ

い
て
は
、
市
町
村
へ
の
届
出
は
不

要
に
な
り
ま
す
。

外
国
人
登
録
証
明
書
に
つ
い
て

　
一
定
期
間
は
、
現
在
お
持
ち

の
外
国
人
登
録
証
明
書
が
在
留

カ
ー
ド
と
見
な
さ
れ
ま
す
の
で
、

す
ぐ
に
在
留
カ
ー
ド
に
換
え
る
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

外
国
人
登
録
証
明
書
の
有
効

期
限
は
、
永
住
者
の
方
が
平
成
27

年
７
月
８
日（
16
歳
未
満
の
方
は
、

平
成
27
年
７
月
８
日
か
、
16
歳

の
誕
生
日
の
い
ず
れ
か
早
い
日
）。

永
住
者
以
外
の
方
は
、
在
留
資
格

の
更
新
期
限
で
す
。

　

そ
の
他
詳
し
く
は
、
法
務
省

入
国
管
理
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新

し
い
在
留
管
理
制
度
が
ス
タ
ー

ト
！
」
お
よ
び
総
務
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
外
国
人
住
民
に
係
る
住

民
基
本
台
帳
制
度
に
つ
い
て
」
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

校
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
の
で
、

可
能
な
範
囲
で
学
校
の
授
業
や

行
事
に
も
参
加
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
サ
ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
へ
の

参
加
は
、
学
校
の
出
席
日
数
に
も

な
り
ま
す
。
詳
し
く
は
市
役
所
子

ど
も
課
ま
た
は
飯
山
市
子
ど
も
サ

ポ
ー
ト
ホ
ー
ム
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

「
仮
住
民
票
記
載
事
項
通
知
書
」
の
内
容
確
認
を

外
国
人
住
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
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いいやま 灯篭まつり

ダダンンススイイベベンント参ト参加加チチーームム募募集集ダンスイベント参加チーム募集

いいやま灯篭まつり実行委員会事務局（商工観光課内） ☎ 62-3111 内線 212 いいやま灯篭まつり 検 索

幻想的な灯篭の灯りと、熱気あふれるダンスで開催される「いいやま灯篭まつり」。
現在、ダンスイベントに出場希望のチームを募集しています。

【テーマ曲・ダンス形式】自由　【参加人数】1 チーム原則 8名以上
【申込期限】7 月 13日（金）　【参加助成（1人）】中学生以下 500円、高校生以上 700円

88月月44日日㊏㊏ 午後 5時～　本町商店街 午後 5時～　本町商店街 午後 5時～　本町商店街8月4日㊏ 午後 5時～　本町商店街

募集要綱

 交流のなかで人権についてあらためて考えてみませんか
「地域住民交流講座」受講生募集

いいやま人権福祉センター ☎ 81-3101

講　座　名（定員） 実 施 日 時 等 講　師
書道教室　　　　　　　　（定員15名）   毎月 2･4 週木曜　午後 7:30 ～ 9:30 　小橋清玄 さん
水墨画教室　　　　　　　（定員10名）   毎月 2･4 週月曜　午後 1:30 ～ 3:30 　原田昭一 さん

カラオケ教室　　　　　　（定員10名）   6 月～ 9月 2･4 週月曜
　　午後 7:30 ～ 9:30 　田中克己 さん

絵手紙教室　　　　　　　（定員15名）
　ヘタでいい・ヘタがいい

  7 月 11日、24日、8月 10日、
  9 月 11日、25日　午後 1:30 ～ 3:30 　森崎幸子 さん

夏休み子ども教室　　　　（定員20名）
　手品で遊ぼう、人権アニメ映画鑑賞会

  7 月 30日　午後 1:30 ～ 3:30
　（材料費 100円）

  東京マジック協会会員
　上倉章夫 さん

健康教室　転倒予防体操　（定員15名）   8 月 7 日　午後 1:30 ～ 3:00 　飯山赤十字病院理学療養士健康教室　姿美人体操　　（定員15名）   9 月 26日　午後 1:30 ～ 3:00
防災研修会　　　　　　　（定員30名）
　火災から身を守る（煙体験）
　大地震に備えて（地震体験）
　非常食を食べよう

  8 月 21日　午後 1:30 ～ 3:30 　飯山消防署職員

人権学習　　　　　　　　（定員30名）
　被差別部落の歴史　～部落史再考～   8 月 30日　午後 3:30 ～ 5:00   飯山市文化財保護審議委員

　樋口和雄 さん
料理教室　　　　　　　　（定員15名）
　きのこジュレと郷土料理を作ろう　

10 月 15日　午後 1:30 ～ 3:30
　（食材費実費） 　沼田浩子 さん

ものづくり体験学習　　　（定員20名）
　もの作りとエコを学ぼう　 11 月 6 日　午後 1:30 ～ 3:30 　市役所生活環境係職員

　エコパーク寒川職員

　全ての人の人権が尊重される社会の実現を目指
し、潤いと生きがいのある社会を築くことを目的
とした交流活動「地域住民交流講座」を開催します。
　多くの皆さんの受講をお待ちしています。

■会　場　人権福祉センター（全講座）　　■その他　定員になりしだい募集を締め切ります。

６月～８月は農薬危害防止運動期間

農林課 農業振興係 ☎ 62-3111 内線 263

【農薬の保管】
　農薬は子どもや第三者が触れたり、持ちだ
したりしないよう、留意してください。
【農薬使用基準の順守】
　農薬取締法に反した場合は処罰の対象となります。
■農薬登録のない薬剤は、農作物および農耕地では使用禁止。
■ＤＤＴ等の使用禁止農薬は、登録番号があっても使用禁止。
■農薬のラベルに記載の「適用となる作物」、「使用量または希釈
　倍率」、「使用時期」、「使用回数」の順守。
【目的外使用の禁止】
　農薬は目的や方法に従い正しく使用し、目的外に用いないでく
ださい。
【農薬散布に際する周辺への連絡、飛散防止等】
　周辺の作物、飼育動物、住宅、水路等を点検し、必要に応じ関
係者と協議を行うようにしましょう。田・畑の農作物に飛散した
場合は、農薬残留や農薬の適用外使用に結びつくおそれもありま
す。風のある時は常に風向きに注意をしながら周辺に飛散するこ
とのないよう配慮が必要です。
【農薬残液の処理および流出事故があった場合】
　農薬残液および散布器具等の洗浄水は、河川、用水等には絶対
に流さないようにし、農薬の流出等の事故があった場合には、た
だちに消防署等に連絡し応急の措置を講じてください。

「農薬」は適切な保管・正しい使用を

　農薬は、農業生産安定や森林保全のために開発され、目的に
沿って使われてこそ効果が得られます。
　保管・使用に当たっては、適切に取り扱いましょう。

　

水
稲
の
い
も
ち
病
、
害
虫
等
駆

除
の
た
め
、
朝
５
時
か
ら
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
農
薬
の
空
中

散
布
を
行
い
ま
す
。

【
各
地
区
の
日
程
】

・
７
月
31
日
㈫　
木
島
・
秋
津

・
８
月
１
日
㈬　
瑞
穂

・
８
月
６
日
㈪　
常
盤

・
８
月
７
日
㈫　
柳
原
・
外
様

・
８
月
８
日
㈬　
太
田

・
８
月
10
日
㈮
・
22
日
㈬　
岡
山

・
８
月
17
日
㈮　
柳
原

【
散
布
中
止
条
件
】

①
散
布
対
象
水
田
周
囲
に
他
の
作

　
物
が
栽
培
さ
れ
て
い
る
、
ま
た

　
は
建
物
（
小
学
校・保
育
園
等
）

　
が
あ
る
場
合

農
薬
の
飛
散
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

農
薬
の
空
中
散
布
の
お
知
ら
せ

②
風
速
３ｍ
以
上
に
な
っ
た
場
合

【
散
布
中
の
注
意
事
項
】

▽
散
布
農
薬
が
家
の
中
等
に
入
ら

　
な
い
よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
飲
み
水
や
水
源
な
ど
は
覆
い
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
干
し
物
は
片
付
け
、
自
動
車
は

　
車
庫
等
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

▽
通
学
・
通
園
の
際
は
学
校
・
保

　
育
園
の
指
示
に
従
い
、
散
布
中

　
は
外
に
出
な
い
で
く
だ
さ
い
。

▽
畜
舎
、
養
魚
等
危
被
害
防
止
対

　
策
を
行
い
、
牧
草
、
野
草
は
１

　
週
間
以
上
お
い
て
家
畜
に
与
え

　
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
回
収
に
つ
い
て

種　　類 金　額
ポリエチレン類 50円
肥料袋類 50円
塩化ビニール類 60円
その他ビニール類 70円
その他プラスチック類 100円
きのこビン・育成ポット 95円
農薬空容器関係 190円
イボ竹 35円
直管・アーチパイプ 15円

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
環
境
問

題
か
ら
、
野
焼
き
は
法
律
に
よ
り

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
資
源
の
有

効
活
用
と
環
境
へ
の
配
慮
か
ら
、

農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
集

団
回
収
を
行
い
ま
す
。

　

回
収
を
行
う
農
業
廃
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
類
は
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
エ
コ
パ
ー
ク
寒
川
に
出
す
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
こ
の
機

会
に
処
分
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日　
時　
６
月
23
日
㈯

午
前
８
時
30
分
〜
11
時

■
場　
所　
JA
北
信
州
み
ゆ
き

　
基
幹
配
送
セ
ン
タ
ー
（
木
島
）、

　
JA
フ
ァ
ー
ム
店
（
常
盤
）、

　
西
部
配
送
セ
ン
タ
ー
（
太
田
）

■
持
ち
物　
委
任
状
、
負
担
金
、

印
鑑
（
委
任
状
等
関
係
書
類
は
、

各
営
農
セ
ン
タ
ー
、
農
林
課
窓
口

に
用
意
し
て
お
り
ま
す
）

回収する種類と負担金（1kg）

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
☎
62
５
６
０
０

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
２・２
６
３

北
信
州
み
ゆ
き
農
業
協
同
組
合
☎
62
５
６
０
０

農
林
課 

農
業
振
興
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
２
６
３

農
薬
庫

　

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い

る
方
は
、
６
月
に
「
児
童
手
当
現
況

届
」を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
毎
年
６
月
１
日
に
お
け

る
状
況
を
届
け
、
児
童
手
当
を
引
き

続
き
受
け
る
要
件
を
満
た
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
こ
の
届
け
の
提
出
が
な
い
場

児
童
手
当
の
現
況
届
に
つ
い
て

子
ど
も
課 

子
育
て
支
援
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
３
６
４

合
に
は
、
６
月
分
以
降
の
手
当
が
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
に

は
、
６
月
中
旬
頃
に
通
知
を
お
送
り

し
ま
す
の
で
、
手
続
き
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
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飯
山
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
３・１
８
６

【特定健診、後期高齢者健診対象者】
・特定健診
　飯山市国民健康保険に平成 24年４月１日現在加入の方
　で、今年度 40歳以上 75歳未満の方
・後期高齢者健診
　市内在住で後期高齢者医療被保険者証（保険証）をお持ち
　の方（※特定健診は加入している医療保険者が行います。
　国民健康保険、後期高齢者医療加入者以外の方は、ご自身
　の加入している医療保険にお問い合わせください。）
【受診料】・特定健診（1,500 円）　・後期高齢者健診（無料）
【検査内容】　問診、診察、身体計測、腹囲計測（特定健診の
　み）、血圧測定、尿検査、血液検査。
※希望者には貧血検査、心電図、眼底検査も追加できます。
（貧血検査 200円　心電図 1,500 円　眼底検査 1,100 円）
【持ち物】　検尿、受診料、受診票（地区の保健補導員さん等
　を通じて配布します。事前に問診の記入をお願いします。）
【がん検診について】
　特定健診、後期高齢者健診と同時に、全市民を対象とした
　胃・大腸・前立腺がん検診が受診できます。（有料）　
・胃がん ･･･35 歳以上の方（受診料 1,500 円）
・大腸がん ･･･40 歳以上の方（受診料 500円）
・前立腺がん ･･･50 歳以上の男性（受診料 1,000 円）

地　区 月　　日 会　　場
柳　原 7/2 ㈪・3㈫ 柳原地区活性化センター
飯　山 7/4 ㈬ 飯山市保健センター
秋　津 7/5 ㈭・6㈮ 秋津地区活性化センター
富　倉 7/9 ㈪ 富倉地区活性化センター
常　盤 7/10 ㈫・11㈬・12㈭ 常盤地区活性化センター
飯　山 7/13 ㈮ 飯山市保健センター
太　田 7/17 ㈫・18㈬ 太田地区活性化センター
飯　山 7/19 ㈭ 飯山市保健センター
木　島 7/20 ㈮ 木島地区活性化センター
全地区 7/22 ㈰ 飯山市保健センター
木　島 7/23 ㈪・24㈫ 木島地区活性化センター

瑞　穂 7/25 ㈬・26㈭ 瑞穂地区活性化センター
7/27 ㈮ 柏尾研修集会施設

岡　山 7/30 ㈪ 温井公民館
7/31 ㈫ 藤沢多目的集会所

飯　山 8/1 ㈬・2㈭・3㈮ 飯山市保健センター
全地区 8/5 ㈰ 飯山市保健センター
岡　山 8/6 ㈪ 岡山地区活性化センター
外　様 8/7 ㈫ 外様地区活性化センター
飯　山 8/8 ㈬ 飯山市保健センター

「こうのとり支援事業」のご案内 

【特定健診・後期高齢者健診・各種がん検診日程】
■時　間　午前７時 30分～午前９時 30分

保健福祉課 健康増進係 ☎ 62-3111 内線 181･182･187

特定健診・後期高齢者健診・各種がん検診

　特定健診・後期高齢者健診は近年増加する生活習慣病の減少を目指して
行われています。高血圧、脂質異常などの生活習慣病は自覚症状がないま
ま進行してしまうため、健診により早い段階で発見することが大切です。
　今からでも健診のお申込みは間に合います。ご自身の健康のため、大切
なご家族のためにも年に一回必ず健診を受けましょう。

　飯山市では、生殖医療を受けているご夫婦に、1年度あ
たり20万円を限度に５年間生殖医療に要した保険適用外医
療費の一部を補助します。

【対象となる方】（次の①～④すべてに該当する方）
①法律上の婚姻をしている夫婦であって、飯山市に引き続
　き 1年以上住所を有すること。
②市税等の滞納がないこと。
③医療保険に加入していること。
④申請を行う年度において、長野県不妊治療費助成事業実
　施要綱に基づき実施する助成を受けられない人。
※第三者からの精子・卵子・胚の提供による不妊治療、代
　理母、借り腹による不妊治療は除きます。
※補助金を交付する事業であるため、先着順となります。
※申請月において1年を超えたものは申請できません。
※補助金の交付は、5年を限度とします。
※秘密は守られますので、まずはご相談ください。

　

今
年
度
も
が
ん
検
診
推
進
事

業
と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が

ん
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・
大
腸
が
ん

検
診
を
対
象
に
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
よ
り
多
く
の
皆

さ
ん
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
た

だ
き
、
が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
に
結
び
付
け
、
が
ん
で
命
を

落
と
す
方
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的

に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
昨
年

度
は
、
女
性
特
有
の
が
ん
・
大
腸

が
ん
合
わ
せ
て
約
７
５
０
名
の
方

が
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
使
っ
て
検

診
を
受
診
さ
れ
ま
し
た
。

　

子
宮
が
ん
は
20
〜
30
代
に
急

増
し
て
お
り
、
乳
が
ん
は
40
代
後

半
に
、
大
腸
が
ん
は
男
女
と
も
40

歳
代
か
ら
が
も
っ
と
も
発
生
し
て

い
ま
す
。
ま
た
ク
ー
ポ
ン
の
対
象

者
は
、
が
ん
の
発
見
さ
れ
や
す
い

年
代
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
各
が
ん
検
診
を
受
診
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

な
お
対
象
者
に
は
、
５
月
中
旬

に
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

発
送
し
て
い
ま
す
。

【
対 

象 

者
】

　

平
成
24
年
４
月
20
日
現
在
飯

山
市
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
各
節

目
年
齢
の
方
。（
節
目
年
齢
、
生

年
月
日
は
左
表
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。）

【
注
意
事
項
】

○
す
で
に
市
が
行
っ
て
い
る
子
宮

　

頸
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
マ
ン
モ

子宮頸がん検診対象者（女性）
年 齢 生 年 月 日
20歳 平成 3年 4月 2日

～平成 4年 4月 1日
25歳 昭和 61年 4月 2日

～昭和 62年 4月 1日
30歳 昭和 56年 4月 2日

～昭和 57年 4月 1日
35歳 昭和 51年 4月 2日

～昭和 52年 4月 1日
40歳 昭和 46年 4月 2日

～昭和 47年 4月 1日

年 齢 生 年 月 日
40歳 昭和 46年 4月 2日

～昭和 47年 4月 1日
45歳 昭和 41年 4月 2日

～昭和 42年 4月 1日
50歳 昭和 36年 4月 2日

～昭和 37年 4月 1日
55歳 昭和 31年 4月 2日

～昭和 32年 4月 1日
60歳 昭和 26年 4月 2日

～昭和 27年 4月 1日

乳がんマンモグラフィ検診対象者（女性）

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

  

が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
発
行
し
ま
す

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１・１
８
２・１
８
７

自分の健康とご家族のために必ず受診しましょう

平
成
24
年
度　

自
殺
対
策
緊
急
強
化
事
業
、

　
　
　
　
　
　

う
つ
病
の
診
療
・
支
援
基
盤
の
強
化
事
業

自
殺
予
防

健
康
な
毎
日
を
過
ご
す
た
め
に

■
日　

時　

６
月
30
日
㈯
午
後
２
時
〜

■
場　

所　

飯
山
市
公
民
館　

講
堂

■
そ
の
他　

入
場
は
無
料
で
、
ど
な
た
で
も
ご

　
　
　
　
　

参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

講
師　
医
療
法
人
聖
峰
会
佐
藤
病
院

副
院
長　

杉
浦
宏
子　
先
生

飯
水
医
師
会　
☎
62
２
０
１
２

保
健
福
祉
課 

健
康
増
進
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
１・１
８
２

　

グ
ラ
フ
ィ
検
診
を
無
料
で
受
診

　
さ
れ
た
方
に
は
ク
ー
ポ
ン
券
を

　

発
送
い
た
し
ま
せ
ん
。

○
市
が
行
っ
て
い
る
乳
が
ん
（
超

　

音
波
）
検
診
に
つ
い
て
は
、
こ

　
の
事
業
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

　
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

○
子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
マ
ン
モ

　

グ
ラ
フ
ィ
検
診
の
受
診
可
能
医

　

療
機
関
や
各
検
診
の
受
診
方
法

　
な
ど
詳
し
い
内
容
は
ク
ー
ポ
ン

　

券
と
一
緒
に
対
象
者
へ
ご
案
内

　
い
た
し
ま
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診
で
の
ク
ー
ポ
ン

　

券
利
用
は
、
市
が
行
っ
て
い
る

　

集
団
検
診
で
の
み
可
能
で
す
。

年 齢 生 年 月 日
40歳 昭和 46年 4月 2日

～昭和 47年 4月 1日
45歳 昭和 41年 4月 2日

～昭和 42年 4月 1日
50歳 昭和 36年 4月 2日

～昭和 37年 4月 1日
55歳 昭和 31年 4月 2日

～昭和 32年 4月 1日
60歳 昭和 26年 4月 2日

～昭和 27年 4月 1日

大腸がん検診対象者（男性、女性）

高
齢
者
の
万
が
一
に
備
え
て

 

「
救
急
医
療
情
報
」
を
整
備
し
ま
す

　

市
で
は
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢

者
の
方
の
「
も
し
も
…
」
の
時
、

救
急
搬
送
さ
れ
る
際
に
救
急
隊
員

へ
緊
急
時
に
必
要
な
情
報
が
提
供

で
き
る
よ
う
、
救
急
医
療
情
報
を

整
備
し
、
万
が
一
の
安
全
を
守
る

取
り
組
み
を
し
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
っ
て
？

　

高
齢
者
の
方
の
か
か
り
つ
け
医

や
持
病
等
の
医
療
情
報
や
薬
の

内
容
、
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
情

報
を
専
用
容
器
に
入
れ
て
お
き
ま

す
。
こ
の
救
急
医
療
情
報
ケ
ー
ス

を
救
急
隊
員
が
持
参
す
る
こ
と
で

救
急
医
療
に
活
か
し
ま
す
。

な
ぜ
冷
蔵
庫
に
入
れ
お
く
の
？

　
か
け
つ
け
た
救
急
隊
員
が
す
ぐ

に
救
急
医
療
情
報
ケ
ー
ス
を
探
し

出
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ほ
と
ん
ど
の
家
に
冷
蔵
庫
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ケ
ー
ス
が
ど
こ
に

あ
る
か
す
ぐ
に
わ
か
り
医
療
機
関

に
早
く
搬
送
で
き
ま
す
。

対
象
者
は
？

　

65
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
世
帯

の
方
に
な
り
ま
す
。

配
布
方
法
は
？

　

飯
山
市
社
会
福
祉
協
議
会
の

職
員
が
対
象
者
の
方
の
お
宅
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
そ
の

際
、「
救
急
医
療
情
報
用
紙
」
に

記
載
さ
れ
て
い
る
必
要
事
項
を
聞

き
取
り
、
情
報
を
記
載
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
用
紙
を
情
報
ケ
ー
ス
に

入
れ
、
冷
蔵
庫
に
保
管
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

冷
蔵
庫
の
扉
に
は
、
中
に
情

報
ケ
ー
ス
が
入
っ
て
い
る
印
の
ス

テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
付
け
ま
す
。

　

情
報
ケ
ー
ス
内
の
情
報
更
新

は
、
担
当
民
生
委
員
が
行
う
予
定

で
す
。
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保健福祉課 高齢者介護保険係 ☎ 62-3111 内線 185

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
２

生
ご
み
処
理
機
購
入
費
補
助
金
交
付
制
度

　

市
で
は
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
、

も
え
る
ご
み
の
約
半
分
を
占
め
る

「
生
ご
み
」
の
減
量
を
推
進
す
る

た
め
、
生
ご
み
を
減
ら
す
た
め
の

機
器
を
購
入
し
た
方
に
対
し
、
次

の
と
お
り
生
ご
み
処
理
器
購
入
費

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

【
補
助
対
象
機
種
】

　
本
体
の
購
入
額
が
１
万
円
以
上

の
処
理
容
器
で
、
環
境
衛
生
上
の

配
慮
が
さ
れ
、
安
全
性
お
よ
び
耐

久
性
に
優
れ
て
い
る
も
の
。（
電
動

式
、
手
動
式
、
コ
ン
ポ
ス
ト
容
器
等
）

【
補 

助 

額
】

　
購
入
額
の
３
分
の
１
以
内
で
最

高
１
万
５
０
０
０
円
。（
た
だ
し
、

購
入
額
が
１
万
５
０
０
０
円
未
満

の
場
合
は
一
律
５
０
０
０
円
）

【
申
請
手
続
】

　

補
助
金
申
請
書
・
補
助
金
請

求
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
保

証
書
の
写
し
、
領
収
書
の
写
し
を

添
え
て
、
市
役
所
市
民
環
境
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
そ 

の 

他
】

・
１
世
帯
あ
た
り
１
台
分
ま
で
の

補
助
と
な
り
ま
す
。

・
市
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
補

助
の
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

　

市
で
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る

剪
定
枝
の
再
利
用
の
た
め
、
細
か

く
チ
ッ
プ
化
す
る
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
で
き
あ
が
っ
た
チ
ッ

プ
は
無
料
で
お
分
け
し
て
お
り
、

通
路
や
花
壇
等
に
敷
い
て
利
用
し

た
り
、
堆
肥
化
に
利
用
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

枝
の
搬
入
・
チ
ッ
プ
の
配
付
に

は
予
約
が
必
要
で
す
の
で
、
ご
希

「
剪せ

ん
て
い定

枝
」
チ
ッ
プ
化
し
ま
せ
ん
か

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
９
１・１
９
２

望
の
方
は
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
搬
入
で
き
る
剪
定
枝
】

　
一
般
家
庭
の
庭
木
の
剪
定
枝（
直

径
15
㌢
以
内
、
長
さ
１
８
０
㌢
以
内
、

枝
の
最
大
幅
60
㌢
以
内
の
も
の
）

【
対
象
と
な
ら
な
い
も
の
】

　
事
業
活
動
に
よ
っ
て
排
出
さ
れ

た
木
・
枝
、
竹
類
、
つ
る
類
、
つ

た
類
、
バ
ラ
類
、
ウ
ル
シ
等

　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給

付
金
と
は
、
乳
幼
児
・
母
子
家
庭

･

父
子
家
庭･

障
害
の
あ
る
方
な

ど
が
、
医
療
機
関
で
診
療
を
受
け

た
り
薬
局
で
調
剤
を
受
け
た
場
合

な
ど
に
、
窓
口
で
支
払
っ
た
自
己

負
担
金
を
後
で
お
返
し
（
償
還
払

い
）
す
る
も
の
で
す
。

　

福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
年
に
１
回

の
更
新
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
更
新
の
必
要
な
方
に
は
通
知

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
手
続

き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
受

給
資
格
に
は
所
得
制
限
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
今
回
の
更
新
手
続
き
対
象
者

母
子
家
庭
・
父
子
家
庭･

障
害
の

あ
る
方
（
※
障
害
の
あ
る
方
で
65

歳
以
上
の
方
に
は
、
別
途
通
知
）

対
象
と
な
る
方
は
受
給
者
証
の
更
新
手
続
き
を

　

飯
山
市
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金

　

日
常
生
活
に
お
い
て
、
常
時
介

護
を
必
要
と
す
る
在
宅
の
重
度
障

害
者
・
障
害
児
の
皆
さ
ん
の
負
担

軽
減
の
た
め
、障
害
者
福
祉
手
当・

障
害
児
福
祉
手
当
を
支
給
し
ま

す
。（
※
い
ず
れ
も
在
宅
の
方
が
対

象
で
、
施
設
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

【
特
別
障
害
者
手
当
】

■
支
給
対
象
者

　

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
程
度
の

障
害
が
２
つ
以
上
あ
る
か
、
こ
れ

と
同
程
度
以
上
の
障
害
が
あ
る
人

な
ど
。
内
部
障
害
重
複
は
除
く
）

■
支
給
額　
２
万
６
２
６
０
円（
月
額
）

■
支
給
制
限

　
入
院
ま
た
は
施
設
に
入
所
し
て

い
る
場
合
、お
よ
び
本
人
、
配
偶

者
、扶
養
義
務
者
の
所
得
額
が
限

度
額
を
超
え
る
場
合
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

【
障
害
児
福
祉
手
当
】

■
支
給
対
象
者

　

常
時
特
別
な
介
護
を
必
要
と

す
る
20
歳
未
満
の
在
宅
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
お
よ
び

在
宅
の
重
度
障
害
者
・
障
害
児
の
皆
さ
ん
の
負
担
を
軽
減

　

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
の
ご
案
内

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

保
健
福
祉
課 

障
が
い
福
祉
係 

☎
62
３
１
１
１ 

内
線
１
８
９

２
級
の
一
部
の
障
害
児
、
療
育
手

帳
Ａ
１
の
一
部
の
重
度
障
害
児
、

ま
た
は
こ
れ
ら
と
同
程
度
以
上
の

障
害
が
あ
る
人
な
ど
）

■
支
給
額　
１
万
４
２
８
０
円（
月
額
）

■
支
給
制
限

　
施
設
な
ど
に
入
所
し
て
い
る
場

合
、
お
よ
び
保
護
者
な
ど
の
所
得

額
が
限
度
額
を
超
え
る
場
合
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
い
ず
れ
も
お
申
し
込
み
が
必
要

で
す
。
詳
し
く
は
保
健
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さい
。

■
日　
時

　
７
月
12
日
㈭
以
降
（
随
時
受
付
）

■
受
付
場
所

　
市
役
所 
1
階　
保
健
福
祉
課

　
　
　
（
一
番
奥
左
手
６
番
窓
口
）

■
持
ち
物

①
各
種
手
帳（
身
体・療
育･

精
神
）

※
精
神
２
級
お
よ
び
３
級
手
帳
の

方
は「
自
立
支
援
医
療
受
給
者
証
」

②
保
険
証　

③
印
か
ん　

④
更

新
通
知　
⑤
所
得
証
明
書
（
平
成

24
年
１
月
２
日
以
降
に
飯
山
市
に

転
入
さ
れ
た
方
の
み
）

Q食材など、日常生活品を揃えるのは大変ですか？
A困っている ･････13.5％
　困っていない ･･･85.1％　無回答　1.4％

Q困っている方に聞きます。困っている理由は？（複数回答）
A近くにお店が無い ････････････38.4％
　お店までの交通手段がない ････28.3％
　買ったものが重くて持てない･･32.6％　その他･･･0.7％

Q現在、買い物はどのようにしていますか？
A自分で行く ･･････43.6％
　誰かに頼んで買ってきてもらっている ･･･56.4％

Q誰かに頼んで買ってきてもらっている方に聞きます。
　誰に買ってきてもらっていますか。
A同居の家族 ･･･20.9％　別居の家族 ･･･29.3％
　親戚 ･･･5.8％　近所の方 ･･･5.5％
　宅配（農協・生協など）･･･27.5％　移動販売車 ･･･4.3％
　配食弁当 ･･･4.3％　ヘルパー ･･･2.4％

Q今後、買い物を代わりにしてくれる方がいれば、頼みた
　いですか？
A頼みたい ･･･10.5％　頼みたくない ･･･89.5％
Q頼みたい方に聞きます。買い物を代わりにしてもらう場
　合、有料と無料どちらがいいですか？
A有料でいい ･･･53.1％　無料がいい ･･･46.9％

意見・要望

　市では、高齢者世帯や障害者世帯の方で「買い物支援」が
必要と思われる方の買い物環境の現状を把握し、「買い物支援」
の参考とするため、平成 23 年 12 月から平成 24 年 3 月にか
けて、木島地区・岡山地区・飯山北部地区にお住いの 65歳以
上の一人暮らし世帯等の方を対象に、調査員の聞き取り調査
による「買い物アンケート」を実施しました。

買い物代行
■スマイルとうど（飯山市社会福祉協議会）
　日常生活で困った時、地域の中でお互いに支え合い、誰
もが自立し充実した生活が送れるよう、活動会員（スマイ
ルとうど衆）が利用会員のお手伝いをします。
■家事援助サービス（飯山地域シルバー人材センター）
　長年培った経験や知識を活かして、シルバー会員の方が
お手伝いをします。
■ライフヘルパー（NPO法人ドリームユニオン）
　生活に不便を感じている方のお手伝いをします。

買い物アンケートの結果と
買い物支援サービスの紹介

買い物アンケート調査結果 配布数：516人（内回収数：490人（回収率 95％））

○昔は移動販売車もあったが…。
○買い物に行くのに、菜の花バスや菜の花タクシーの順
　路が不便。
○菜の花バスや菜の花タクシーの時刻表が気になって、
　ゆっくり買い物ができない。
○買い物に行って知り合いに会っておしゃべりをするの
　が楽しみ。
○近所の方が買い物に一緒に連れて行ってくれるので助
　かっている。
○やっぱり自分で選んで買いたい。
○冬期間の買い物を手伝ってほしい。
○今は何とか自分で行けているが、今後が心配。

買い物支援サービス

食材配達
■ JAまごころ宅配（JA北信州みゆき）
　買い物に行くのが大変という方に食料品や日用品を届け
ます。おまかせコース、選べるコース等があります。
（1カ月　1人あたり　10,500 円～）
■コープデリ（生活協同組合コープながの）
■イオン宅配サービス（イオン中野店）
■ヨシケイ（ヨシケイ長野）

宅配弁当
■配食サービス（市地域包括支援センター）
　65歳以上の高齢者世帯で、調理や食材の買い出しが困難
な方へ、栄養バランスの取れたお弁当をお届けします。
（週３回（月・水・金）、夕食時　１食 400円～）
■ほのぼの弁当（飯山市社会福祉協議会）
　65歳以上の高齢者世帯を対象に、とうど衆として登録さ
れたボランティアの方が作ったお弁当をお届けします。
（月１回（第２木曜日）　１食 300円）
■セブンミール（セブンイレブン）
■食卓ヘルパー（ニチイ）

　住み慣れた地域で自立した生活が続けられるよう、買
い物・配食などの生活を支えるサービスを紹介します。
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施設名（地区名）  測定日 天候 測定
区分 測定値

飯 山 市 役 所（飯山） 5/30 晴れ １ｍ 0.06
あ き は保育園（飯山） 5/22 晴れ 地表 0.07
中 央 幼 稚 園（飯山） 5/22 晴れ 地表 0.09
め ぐ み保育園（飯山） 5/22 晴れ 地表 0.09
しろやま保育園（飯山） 5/22 晴れ 地表 0.08
秋 津 保 育 園（秋津） 5/22 晴れ 地表 0.08
木 島 保 育 園（木島） 5/22 曇り 地表 0.09
瑞 穂 保 育 園（瑞穂） 5/22 雨 地表 0.08
いずみだい保育園（柳原） 5/22 曇り 地表 0.08
常 盤 保 育 園（常盤） 5/22 曇り 地表 0.07
と が り 保 育 園（太田） 5/22 雨 地表 0.08
しらかば保育園（岡山） 5/23 晴れ 地表 0.13
飯 山 小 学 校（飯山） 5/22 晴れ 地表 0.07
秋 津 小 学 校（秋津） 5/22 晴れ 地表 0.08
木 島 小 学 校（木島） 5/22 曇り 地表 0.11
東 小 学 校（瑞穂） 5/22 雨 地表 0.10
泉 台 小 学 校（柳原） 5/22 曇り 地表 0.08
常 盤 小 学 校（常盤） 5/22 曇り 地表 0.07
戸 狩 小 学 校（太田） 5/22 雨 地表 0.06
岡 山 小 学 校（岡山） 5/22 曇り 地表 0.09

　〃 5/30 晴れ １ｍ 0.08
城 南 中 学 校（飯山） 5/22 晴れ 地表 0.07
城 北 中 学 校（常盤） 5/22 曇り 地表 0.09

　5月中の市内空間放射線量測定値を公表します。
測定の結果、健康に影響を与えるおそれのある数値
（0.19 μ Sv/h）は測定されておりません。

（月内に複数回測定する箇所は最新測定値です）

市内空間放射線量測定値
市民環境課 生活環境係 ☎ 62-3111 内線 191･192

■主　　催　長野県、長野県障害者文化芸術実行委員会
■応募部門　絵画、手芸、工芸、書道、写真
　　　　　　（平成 23年 8月以降に制作した作品）
■応募資格　県内に住所を有する障害児・者
■応募点数等
 ・いずれかの部門で個人作品１点、グループ作品１点
 ・作品の大きさに制限があります。　
■応募締切　8月 10日（金）
■応募・問合せ先　飯山市役所 保健福祉課 障がい福祉係
〒389-2292 飯山市大字飯山 1110-1 ☎ 0269-62-3111

出展作品募集

■展示日程　９月 29日（土）～ 30日（日）
■展示場所　小諸市総合体育館

第 15 回長野県障害者文化芸術祭

夢・アートフェスタこもろ

　今年も夏のプールシーズンがスタートします。
　ウォータースライダーや流水プールなど、家族
や友だちで楽しめる飯山市民プールへ、今年も多
くの皆様のご来場をお待ちしています。

飯山市民プール オープン
スポーツ生涯学習課 スポーツ振興係 ☎ 62-3111 内線 353

シーズン到来！

■営業期間　７月 14日（土）～ 8月 19日（日）
■定 休 日　７月 18日、25日、8月 1日、8日
　・7月 14日および８月 19日は入場無料です。
　・8月 19日は飯山市ジュニア水泳大会予定。
■営業時間　午前 9時 30分～午後 4時 30分
■入 場 料　大人 250円、中学生以下 150円
　（2歳未満無料）　※小学校 3年生以下は、成人
　の付添人が必要です。

　市では、市民プール
の監視アルバイトを募
集しています。
　勤務期間、勤務条件
等詳しくはスポーツ生
涯学習課までお問い合
わせください。

7月14日（土）

市民プール監視アルバイト募集中

公募委員募集

飯山市景観計画策定委員会委員 「飯山市役所窓口改善懇話会」委員
　市では、景観資源を活かしたまちづくりを一層推進する
ため、平成 25 年度内の景観行政団体への移行を目指し、
景観計画の策定を行います。そこで、景観計画策定委員会
を設置し、多分野の方からご意見をいただき事業を進めて
まいりたいと考えており、同委員の募集をいたします。

■応募資格（上記応募資格（共通）のほか）
　行政区加入など地域活動に積極的に参加している方
■応募方法
　応募申込書に必要事項を記述して、持参・郵送・FAX・
　E-mail により提出してください。※応募申込書は、まち
　づくり課および飯山市ホームページより入手できます。
■募集期限　6月 29 日（金）まで
　・郵送は 6月 29 日消印有効
　・持参は午前 8時 30 分から午後 5時まで。土日祝日は、
　　日直窓口（1F市民カウンター）でお預かりします。
■募集人員　3名
　（委員任期：景観計画（案）策定までのおおむね 1年）
■報 酬 等　市条例で定める額
■開催回数　月 1回程度を予定（回数の変更あり）
■お問い合わせ・お申し込み先
　まちづくり課 まち並整備係 ☎ 62-3111（内線 245）
　E-mail:machi@city.iiyama.nagano.jp

検査結果：全て不検出（検出下限値：1Bq/kg）
検査物質：放射性ヨウ素 131　放射性セシウム 134､ 137､ 136
原水種類：地下水　測定対象：蛇口水

市内水道水の測定結果は全て不検出

水道水の放射線物質測定結果
上下水道課 工務係 ☎ 62-3111 内線 223

　市では 2月の水道水の放射線物質検査に引き続き、５月
にも追加検査を実施しました。
　検査の結果、いずれの検査値も不検出（検出下限値（1
ベクレル／㌔㌘）未満）となりました。これにより、市内
（市営）の水道水の安全が確認されました。
　飯山市のおいしい水道水を安心してご利用ください。

水道水の放射線物質の測定結果

測定機関：㈱科学技術開発センター　測定機器：ゲルマニウム半導体検出器

検 査 箇 所 検 査 箇 所
瑞穂南部（鍵掛）簡水 小菅簡水
瑞穂南部（出口）簡水 太田南部簡水
瑞穂南部（森川）簡水 西大滝
瑞穂南部（武田）簡水 下境飲供
瑞穂南部（神戸）簡水 土倉・柄山飲供
瑞穂中央（針田）簡水 三郷（太田）飲供
北瑞簡水 濁池飲供
外様西部簡水 吉上水
中谷簡水 其綿上水
三郷（旭）簡水 太田北部上水
藤沢簡水 暫定規定値：10Bq/kg

　市では、来庁者の利便性を高めるための窓口改善を検討
し、既に待合スペースの確保や案内板設置などの改善を始
めたところです。今後も更に改善事業を行うにあたり、実
際に利用されている方のご意見などをいただきながら進め
てまいりたいと考えており、同委員の募集をいたします。

■応募資格（上記応募資格（共通）のほか）
　市役所に来庁する機会があり、市役所窓口改善に意見・要
　望等がある方
■応募方法
　応募申込書に必要事項を記述して、持参・郵送・FAX・
　E-mail により提出してください。※応募申込書は、庶
　務課および飯山市ホームページより入手できます。
■募集期限　7月 5日（木）まで
　・郵送は 7月 5日消印有効
　・持参は午前 8時 30 分から午後 5時まで。土日祝日は、
　　日直窓口（1F市民カウンター）でお預かりします。
■募集人員　4名（委員任期：平成 24年度末まで）
■報 酬 等　無報酬（会議参加交通費は実費支給）
■開催回数　2か月に 1回程度を予定（回数の変更あり）
■お問い合わせ・お申し込み先
　庶務課 庶務係 ☎ 62-3111（内線 333）
　E-mail:shomu@city.iiyama.nagano.jp

募集資格（共通）次の①～④の要件に該当する方
　①飯山市に住民票を登録している 20歳以上の方
　②他の審議会等の公募による委員に選任されていない方
　③飯山市の職員および議員でない方

　④市税等を滞納していない方（選考の際に完納確
　　認をする場合がありますことをご承知ください）

新
幹
線
飯
山
駅
舎
立
柱
式
の
記
念
と
し
て

金
色
の
神
具
一
式
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

新
幹
線
飯
山
駅
舎
鉄
骨
建
て

方
工
事
を
前
に
し
て
４
月
11
日
に

行
わ
れ
た
「
飯
山
駅
舎
建
築
工

事
の
安
全
祈
願
祭
な
ら
び
に
立

柱
式
」
の
際
、
最
初
の
柱
を
固
定

し
た
神
具
一
式
（
ナ
ッ
ト
・
ワ
ッ

シ
ャ
ー
・
ス
パ
ナ
・
点
検
ハ
ン
マ
ー
）

を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
幹
線
飯
山
駅
舎
の

本
格
工
事
開
始
の
記
念
と
し
て
、

鉄
道
運
輸
機
構
か
ら
寄
贈
い
た
だ

い
た
も
の
で
、
飯
山
市
の
歴
史
を

語
る
貴
重
な
品
と
し
て
、
市
役
所

正
面
玄
関
に
展
示
し
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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農
業
委
員
の
３
年
間
の
任
期
が
７
月
31
日
で
満
了
と
な
り

ま
す
。
こ
の
た
め
市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
農
業
委
員
の

一
般
選
挙
を
７
月
22
日
㈰
に
行
う
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

選
挙
期
日
の
告
示
と
立
候
補
の
届
け
出
は
、
７
月
15
日
㈰

で
す
。
飯
山
市
の
農
業
の
活
性
化
と
発
展
に
願
い
を
込
め
て
、

皆
さ
ん
の
投
票
を
お
願
い
し
ま
す
。

投
票
で
き
る
人

　

農
業
委
員
選
挙
で
投
票
で
き
る

人
は
、
飯
山
市
内
に
住
所
の
あ
る

人
で
、
次
の
①
か
ら
③
の
資
格
要

件
を
す
べ
て
満
た
す
人
で
す
。

①
平
成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

　
ま
れ
た
者

②
10
ア
ー
ル
（
１
０
０
０
㎡
）
以

　

上
の
農
地
で
、
耕
作
の
業
務
を

　

営
む
者
と
そ
の
同
居
の
親
族
、

　

ま
た
は
そ
の
配
偶
者
で
、
耕
作

　
に
従
事
す
る
日
数
が
お
お
む
ね

　

年
間
60
日
以
上
の
者

③
農
業
委
員
選
挙
人
名
簿
に
登

　

録
さ
れ
て
い
る
者
。
た
だ
し
、

　

現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る
人

　
で
も
、
今
年
１
月
１
日
以
降
に

　

飯
山
市
に
転
入
さ
れ
た
人
は
、

　

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

　

な
い
の
で
、
今
回
の
投
票
は
で

　
き
ま
せ
ん
。

入
場
券
は
郵
便
で

　

投
票
所
入
場
券
は
７
月
16
日

投票区名 投票所名 地　域

飯　山 飯山市役所
県町、新町、上町、上倉、鉄砲町、南新町、栄町、本町、
肴町、奈良沢、福寿町、愛宕町、西山、田町、北町、
神明町、市ノ口、有尾、金山、曙町、松倉、分道、斑尾

秋　津 秋津地区
活性化センター

上組、中山根、伍位野、茂右エ門新田、深沢、飯駒、
荒船、大久保、中町北部、北畑、中町、秋津中央

木　島 木島地区
活性化センター

山岸、其綿、吉、安田、上新田、野坂田、
坂井、下木島、天神堂

瑞　穂 瑞穂地区
活性化センター

針田、関沢、笹沢、小菅、柏尾、北原、戸那子、
富田、神戸、福島、中組

柳　原 いずみだい
保育園

藤ノ木、四ツ屋、山口、小佐原、南条、上新田、
笹川、大川、涌井、堰口、大平

富　倉 富倉出張所 中谷、滝ノ脇、倉本、濁池

外　様 外様地区
活性化センター 顔戸、尾崎、法寺、中曽根、中条

常　盤 常盤地区
活性化センター

大池、上水沢、下水沢、大塚、上野、大倉崎、
柳新田、戸隠、小沼、戸狩、戸狩新田、小泉

太　田 太田地区
活性化センター

北条、五荷、瀬木、今井、大深、小境、
柳沢、五束、堀之内、曽根、蕨野、三郷

岡　山 岡山出張所 温井、羽広山、上境、下境、桑名川、藤沢第一、
藤沢第二、西大滝

　

投
票
日
当
日
、
仕
事･

冠
婚
葬
祭
な
ど

や
む
を
得
な
い
用
務
の
た
め
不
在
と
な
る

と
き
は
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

旅
行
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で
投
票
区
外
に
い

る
場
合
で
も
期
日
前
投
票
が
で
き
ま
す
。

【
期　
間
】

　

７
月
16
日
㈪
〜
７
月
21
日
㈯

　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

　
土
曜
日
も
平
日
と
同
じ
よ
う
に
投
票

で
き
ま
す
。

【
場　
所
】

　

市
役
所
４
階
41
号
会
議
室

【
持
ち
物
】　
入
場
券

　

入
場
券
が
な
く
て
も
農
業
委
員
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
、
投
票

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選挙に関する
お問い合わせは ･･･

選挙管理委員会事務局
☎62-3111　内線 332

あなたの一票
 大切に

期日前投票期日前投票

農業委員選挙投票所（平成 24 年 7 月 22 日）

務
の
柱
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
農
業
者
年
金
関
係
の
業
務

も
行
っ
て
い
ま
す
。

■
必
要
に
応
じ
て
行
う
「
農
業

振
興
業
務
」

　

農
地
の
確
保
・
有
効
利
用
と

担
い
手
の
確
保
・
育
成
を
中
心

に
、
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
や
相
談

活
動
の
取
組
み
。
ま
た
、
認
定

農
業
者
の
育
成
や
農
業
経
営
の

法
人
化
、
農
業
生
産
・
農
業
経

営
及
び
農
民
生
活
に
関
す
る
調

査
・
研
究
・
情
報
提
供
等
を
行
っ

て
い
ま
す
。

■
「
意
見
の
公
表
、
建
議
、
諮

問
に
対
す
る
答
申
の
業
務
」

　

農
業
者
の
公
的
代
表
機
関
と

し
て
農
業
と
農
業
者
に
関
す
る

事
項
に
つ
い
て
意
見
の
公
表
や
、

行
政
庁
に
建
議
等
行
っ
て
い
ま

す
。

農
業
委
員
会
と
は

【
選
挙
関
係
の
日
程
】

（
会
場
は
い
ず
れ
も
市
役
所
）

・
立
候
補
手
続
説
明
会

　
　
７
月
３
日
㈫　
午
後
２
時
〜

・
届
出
事
項
事
前
審
査

　
　
７
月
10
日
㈫　
午
前
９
時
〜 

　

農
業
委
員
会
は
、
農
業
お
よ

び
農
業
者
の
一
般
的
利
益
を
代

表
す
る
機
関
と
し
て
、
市
町
村

ご
と
に
設
置
さ
れ
る
行
政
委
員

会
で
す
。
各
委
員
は
、
公
職
選

挙
法
に
基
づ
き
選
ば
れ
た
農
業

委
員（
飯
山
市
の
定
数
は
14
人
）

と
、
議
会
や
農
協
な
ど
の
推
薦

に
よ
る
選
任
の
農
業
委
員
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
仕
事

　

農
業
委
員
会
の
業
務
は
大
き

く
分
け
て
「
法
令
業
務
」「
農

業
振
興
業
務
」「
意
見
の
公
表
、

建
議
、
諮
問
に
対
す
る
答
申
」

の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

■
必
ず
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
「
法
令
業
務
」

　

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、

農
地
の
転
用
な
ど
の
許
認
可
等

の
業
務
、
お
よ
び
農
地
の
利
用

状
況
を
把
握
し
農
地
の
有
効

利
用
推
進
等
、
法
令
に
基
づ
く

業
務
が
主
な
業
務
と
な
っ
て
お

り
、
優
良
農
地
を
守
り
、
有
効

利
用
す
る
た
め
の
取
組
み
が
業

飯山市農業委員選挙
７月 22日（日）投票日

以
後
に
郵
便
で
お
手
元
へ
お
届
け

し
ま
す
。

　

入
場
券
が
な
く
て
も
農
業
委

員
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い

れ
ば
、
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

投
票
用
紙
に
は

候
補
者
の
氏
名
を

　

投
票
所
で
投
票
す
る
際
は
、
投

票
用
紙
に
候
補
者
一
名
の
氏
名
を

は
っ
き
り
書
い
て
く
だ
さ
い
。

投
票
時
間
は

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

　

農
業
委
員
選
挙
の
投
票
は
、
衆

議
院
議
員
選
挙
な
ど
の
投
票
所
と

は
時
間
や
場
所
が
異
な
り
、
市
内

10
か
所
の
投
票
所
で
午
前
７
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　立候補者が定数を超
えず、無投票の場合は、
7月 15日（日）午後 5
時 30 分に防災行政無
線でお知らせします。

７月 16日 ㊊ ～７月 21日 ㊏

飯
山
市
農
業
の
活
性
化
と
発
展
の
た
め

　

忘
れ
ず
に
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

期
日
前
投
票
の
し
か
た

　

病
院
な
ど
に
入
院
し
て
い
る
と
き
や
市

外
に
滞
在
中
の
と
き
な
ど
は
、
期
日
前
投

票
で
は
な
く
不
在
者
投
票
と
な
り
ま
す
。

　

不
在
者
投
票
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、
市

選
挙
管
理
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

不
在
者
投
票
に
つ
い
て

期日前投票
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農産物直売所「ねんりん」
・「湯のさと市」オープン

　村の駅ふるさと
物産センターねん
りんに新たな施設、
「農林産物直売所　
ねんりん」がオープ
ンし、野沢温泉観光
協会前の「農産物直
売所　湯のさと市」
も開店しました。

　季節の野菜や山菜など、採れたての農産物を多数取り揃え
ており、安価で販売しております。お近くに来た際にはぜひ
お立ち寄りください。
【営業時間】
・湯のさと市
　午前８時 30分～午後４時
・ねんりん
　午前 10時～午後４時

７月、全国に向けて発信
全国村長サミット in 木島平開催

　７月、全国から村長を招いて「全国村長サミット in 木島平」
を初めて開催します。これは「日本人のふるさと－農山漁村
の暮らしと生業を守る」をテーマに、184 に減少した村の国
土形成に果たす役割など、農山漁村の必要性を全国に発信す
るものです。大勢のみなさんのご参加をお待ちしています。
開催日　７月 14日（土）・15日（日）

会　場　旧南部小学校
○１日目
　特別講演会「日本の農山漁村
が輝くとき」（講師：姜尚中さ
ん）、分科会
○２日目
　シンポジウム、被災地村長の
リレートーク、全国村長サミッ
ト宣言
◇問い合せ　木島平村農村文明
事務局（教育委員会事務局内）
　電話 82-2350

　

国
民
年
金
に
は
独
自
の
給
付
と

し
て
、
付
加
年
金
や
寡
婦
年
金
、

死
亡
一
時
金
が
あ
り
ま
す
。

【
付
加
年
金
に
つ
い
て
】

　

第
１
号
被
保
険
者
・
任
意
加
入

被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
付

加
保
険
料
（
月
額
４
０
０
円
）
を

プ
ラ
ス
し
て
納
付
す
る
と
、
老
齢

基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ

さ
れ
ま
す
。

【
寡
婦
年
金
に
つ
い
て
】

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
期
間
（
免
除
期
間

を
含
む
）
が
25
年
以
上
あ
る
夫
が

亡
く
な
っ
た
時
に
、
10
年
以
上
継

続
し
て
婚
姻
関
係
に
あ
り
、
生
計

を
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
に
対
し
て

60
歳
か
ら
65
歳
に
な
る
ま
で
の
間

支
給
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
は
、
夫
の
第
１
号
被
保

険
者
期
間
だ
け
で
計
算
し
た
老
齢

基
礎
年
金
額
の
４
分
の
３
の
額
に

な
り
ま
す
。 

　

亡
く
な
っ
た
夫
が
、
障
害
基

礎
年
金
の
受
給
権
者
で
あ
っ
た
場

合
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
た
こ

と
が
あ
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。 

　

妻
が
繰
り
上
げ
支
給
の
老
齢

基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
場
合
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

【
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て
】

　

第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
保

険
料
を
納
め
た
月
数
（
４
分
の
１

免
除
や
半
額
免
除
な
ど
免
除
期

間
が
あ
る
場
合
は
そ
れ
に
応
じ
た

月
数
）
が
36
月
以
上
あ
る
方
が
、

老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎
年

金
を
受
け
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た

時
、
そ
の
方
に
よ
っ
て
生
計
を
同

じ
く
し
て
い
た
遺
族（
①
配
偶
者
、

②
子
、③
父
母
、④
孫
、⑤
祖
父
母
、

⑥
兄
弟
姉
妹
の
中
で
優
先
順
位
の

高
い
方
）
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料

を
納
め
た
月
数
に
応
じ
て
12
万
円

〜
32
万
円
と
な
り
、
付
加
保
険

料
を
納
め
た
月
数
が
36
月
以
上
あ

る
場
合
は
、
８
５
０
０
円
が
加
算

さ
れ
ま
す
。
な
お
、
遺
族
が
遺
族

基
礎
年
金
の
支
給
を
受
け
ら
れ
る

と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。 

　
ま
た
、
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ

る
場
合
は
、
ど
ち
ら
か
一
方
を
選

択
し
ま
す
。 

　

死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
の

時
効
は
、
死
亡
日
の
翌
日
か
ら
２

年
で
す
。

長
野
北
年
金
事
務
所
の

出
張
年
金
相
談

■
相
談
日　
６
月
28
日
㈭

　
　
　
　
　
７
月
26
日
㈭

■
時　
間　
午
前
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
午
後
１
時
〜
３
時

■
場　
所　
飯
山
商
工
会
議
所

農産物直売所「ねんりん」

かわら版かわら版かわら版みゆき野
広域情報

こ
く
み
ん

年　
　
金
シリーズ
362

木 島
平 村

月
刊

市内のできごと

通 信
いいやま

　今年で17回目を迎えた「ふれあい朝市（松嶋洋子代表）」
は、今年も待ちわびた多くの皆さんをお迎えし、6月 3日
朝 6:30 オープンを迎えました。
　初売りを前に開催された式典で足立市長は、会場から見
える新幹線飯山駅舎建設現場を指差し「ふれあい朝市が 20
回を迎える頃、飯山市にも新幹線が開業します。開業の際は、
新幹線の駅でも朝市を開催していただき、地域活性化の活
動として頑張っていただきたい」とあいさつしました。

　会場では、今年初めて
の開催とあって 200 人前
後の皆さんが詰め掛け、
お店の方との会話を楽し
みながら、旬の農産物や
花卉などを買い求めたり、
この日のために用意され
たキノコ汁やおにぎり、
漬物などの振る舞いに舌
鼓を打つ姿が見られまし
た。
　ふれあい朝市は、11 月
4日までの毎週日曜日朝 6
時 30 分、同会場で開催し
ています。

３年後の新幹線駅での開催にも期待
 ふれあい朝市オープンに多くの人出

6 月 3日　JR飯山駅前  雪と寺の町シンボル公園

　今から 414 年前、上杉景勝の会津移封に従い現山形県南
陽市の宮沢城に移った泉八衆の尾崎重誉。尾崎氏の縁でか
ねてから交流がある飯山市と南陽市の市民グループでは、
平成 10 年の国替え 400 年を記念して、宮沢城址に記念の
標柱を建て、平成 21 年 11 月には、前石田正人飯山市長揮
毫（きごう）の標柱に建替えを行っています。
　近年の研究で、NHK大河ドラマ「天地人」の主人公直江
兼続の母親が、尾崎家の出身であることが有力とされ、文
献などの検証が進んでいるなか、今回の飯山地方の視察に
は、置賜民族学会の高岡亮一さん、置賜日報社の成澤礼夫
社長が来飯され、ゆかりの地域と交流を深めるとともに、

尾崎氏と係りの深い土地や文
献等の視察調査を行いまし
た。また 28 日には、足立市
長を訪れ、両地域の深い縁に
ついて意見を交わしました。
訪問を受けた足立市長は、「歴
史の認識を深めることは、私
たちにとっても重要なこと
で、お互いに歴史の不明な部
分を解明することで、歴史を
活かしたまちづくりを行いた
い」と、遠く米沢市・南陽市
からの訪問を歓迎しました。

足立市長を表敬訪問
 尾崎氏ゆかりの地、飯山を訪ねて

5 月 27日、28日 飯山市役所

　5月 27 日、瑞穂福島新田の棚田で福島棚田保存会さんべ
の会（丸山福治会長）主催の田植え体験会が開催され、地
元東小学校の生徒や保護者、一般参加者など多くの皆さん
が昔ながらの田植えを行いました。
　棚田が学校田ともなっている東小学校の生徒は、はだし
で田に入り、上級生が下級生に指導するなど、受け継がれ
ている肌で感じる農業を学びました。また絶好の田植え日
和となったこの日は、多くのカメラマンも会場を訪れ、子
ども達の一挙一動に盛んにシャッターを切っていました。
　農林水産省
認定「日本の
棚田 100 選」
となっている
福島新田の棚
田は、江戸時
代に造られた
石垣の棚田
で、不耕作地
となっていた
水田を、保存会が中心となって復活させました。
　同保存会のこれまでの活動は高く評価され、６月 7日に
は、阿部守一県知事より、県知事表彰をいただいています。

恒例の体験会にカメラマンも殺到
 棚田の里さんべで田植え体験

　　　　　5月 27日 福島新田

　晴天に恵まれた６月 2日、環境美化と健康増進への認
識を深めることを目的に、毎年恒例となった「ごみ０健康
ウォーキング」が約 70人の参加者を集め開催されました。
　市役所から道
の駅・花の駅千
曲川までの 4km
コースと、道の
駅・花の駅千曲
川から湯滝温泉
ま で の 7.5km
コースに分かれ
た参加者は、そ
れぞれ国道 117
号線沿いのごみ
を拾いながら環境美化活動を行うとともに、途中からはノ
ルディックウォーキングなどで汗を流しました。
　比較的ごみの少なく見える国道沿いも、今回の活動で、
空き缶 102 本、燃えるごみ 13.3kg、燃えないごみ 9.7kg
が回収される結果となりました。

環境美化と健康増進を両立
 ごみ０健康ウォーキング開催

6 月 2日 中央橋～湯滝温泉

JFL　ＡＣ長野パルセイロの試合に
招待していただきました

　5月 19日（土）ＡＣ長野パルセイロから村内の小学生を試合に招待して
いただきました。
　当日は選手との交流の場を設けていただいたり、試合前の選手入場の際に
はエスコートキッズを体験させていたりと、貴重な体験ができた一日となり
ました。
　小学生の皆さんの応援で！？ＡＣ長野パルセイロは 2－ 0で見事に勝利
しました。

 栄
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温泉村


